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地域とともに発展

する大学

ヘルスケアに携わる関係

者の生涯学習への期待に応え

る大学

県民のくらしづくりに貢献する大学

独 自性をもってゆうゆうと、看護学教 育・研究に邁進 す

る大学

風土と文化の

多様性の上に成

り立つ社会・経済の

構図、及び人々のヘルス

ケア授受の振る舞い行動に関

すること

個人・地域・国際社会各々の文化に根ざしたヘ

ルスケアの質の向上に関すること



新潟県立看護大学 学長

中島紀恵子

校章 に込められた思 い

NiigataCollegeofNursingのNiigata

の 「N」、Nursingの 「N」と新 潟県 の県

花 「チューリップ」とを合わせイメージした。

赤 の 「円」は燦 然 と輝 く希望 の太 陽とみ

なぎる活 力を、「N」は手に手 をつなぐ看

護 の人 ・もの ・情報 の発信 と保 健 ・医療 ・

福祉 の総合 的視野 に拓 く創造性 を表 現

し、これ は又 、21世紀 をリードする新潟 県

立看 護大学 が力強 く飛 翔発展 する雄 姿

を象徴 しています。

潟県立看護大学は2002年4月 に発足しました。本学は、北に日本海、南に

新妙高山群、西に関川と素晴らしい自然環境に囲まれるとともに、最新の教育 ・

研究施設設備をもってお り、開かれた大学として 「地域文化に根 ざした看護科

学の考究」を使命としてお ります。この実現のために、学生間、大学問、地域

間の連携 と交流を積極的に進めます。

世紀 の 「医療 と看 護 」 は もっ と も注 目さ れ る分 野 で す 。 一 人 の 人 間

21 としてより良く生きるために、また、医療サービスを受ける事態になっ

たときのケアの品質の保障が国民の皆 さんの最も望んでいることだか らで

す。人々は安全で安心できる療養環 境、そしてケアにかかわる医療 ・看護

従事者の専門知識 ・技術に裏打ちされた優 しさや、わかりやすい説明がな

されるヘルスケアサービスの向上を求めています。

潟県立看護大学は、看護師、保健師、助産師をめざす学生に看護学

新 の基礎を学んでもらう道場ともいえる 「学舎」です。これまで看護

は 「看護婦」という名称が示す とお り、長い間女性の職業 とみなされてい

ました。しかし、「看護」は本来、男女を問わず魅力的な職業です。自分の

職業や分野固有の専門性に誇 りをもってケアに専心 し、研究心をもって生涯

学習する看護 師 ・保健師 ・助産師を育成 します。

本
学は人間科学や実践科学の学習により、幅広い視野 と豊かな人間性を培

い、対人交流に不可欠な表現技術能力 を養います。そのために1年 次か

ら少人数の基礎ゼミナールを通 して、興味をもった課題に取 り組みます。また、

地域社会で暮らす人々との交流や、看護技術演習や臨地実習によって 「知識 ・技術 ・

哲学」の一体化を目指します。1年 次の 「ふれあい実習」の体験では、地域の中で専

門家 として働 く意味を考えることがねらいです。年次進行とともに逐次人間の健康の成

り立ちや病態のメカニズムを学びつつ、看護の専門知識 ・技術を学んでゆきます。授業

では演習を通 して臨床場面を想定した看護技術の習得と応用を学びます。この中では、特 に

看護を提供する側の考えだけではなく、受ける側がどのような看護を求めているのかを想起で

・ きる 「臨床能力」が身につ くことを大切に教授 します。3年 次か らは、本格的な臨地実習が始ま

ります。4年 次には、各自が希望する場所での総合実習、専門ゼミナールを経て卒業論文を作成する

ことになります。本学独自のカリキュラムを通して、バランスのとれた人間性豊かな看護人材が巣立っ

ていくことを願ってお ります。皆様の入学を心からお待ちしています。



現代社会の看護 に対するニーズ

は疾病の予防、健穣保持から社

会優帰、ターミ ナルケアに至る

まで広範囲 にわたつています。

こうしたニーズに応えられるよ

う、新潟県 立看護 大学では知

識 ・技術を備え持ち、人が何を

感じ、何を望んでいるのか考え、

受け止めることのできる優れた

人材を育成します。

「人間」を理解することからはじめ、

私 たちをとりまく様々な生活環境

から影響 される健康 を、看護の視

点か ら学んでいきます。



"

生
【

いのちの 大切 さ、ひとの喜 びや 悲 しみを理 解 できる

豊 かな人間 性 。

看護にとって何よりも大切なこと、それは 「こころ」です。新潟県立看護
ト ち

大学では、人の喜びや悲 しみをわかちあえる豊かなこころを育てます。

あらゆる生活場面に対応できる技術と知識、
そして科学的判断力を養います。

ほ ビ い ド
し

深い洞察力をもって自己成長への志向を育むとともに・基礎的 ・先進的知

識と技術を学ぶ ことにより・多様に変化する人々の懸 と時代のニーズに

柔軟に対応できる人材 を養成 します。
「

看護を保健・医療・福祉の総合的な角度かた見つめ、コーディネートできる能力を身につけます。保健・医療・福祉の総合的な視野を持ち、関連分野の人々と連携・協力して行われる実践を通して、全体を調整・管理できる能力を身につけます。コミュニケーション能力を養い、社会の変化を察知する。多様化する情報を的確に捉え、自らも学習を積み重ねながら正しく発信する能力を身につけます。

グローバルな視野で 物 事 を考 えることのできる国際派の人間に。

地域や国を超え、看護の活躍の場がますます広がる中・語学力とともにご

れからの国際社会で活躍できる人材を育てます。
,『,ロ6...肛



2002年4月 開学 に併 せて、保健 ・医療 ・福祉の 向上

を目的に、看護研究交流 センターを設置 しています。

県立中央病院

高度 ・先進的な診療機能 を有 する県内最大級(528床)

の病院です。大学に隣接 しており、基幹実習施設 とな

ります。

佐藤 泰宏
1年生 新潟県出身

この大学 は、僕 が目指 す 『QOL』(ク オ リ

テ ィーライフ)が 十分に学 べるところ。 これ

か らの病院 は、ただ病 気を治すだけではなく、

患者 さんが快適に生活 出来 る空間 であるべ き

だと僕 は思っているんです。

そういった意味でも、この大学 では一人ひ

とりの考 えを実習やゼ ミなどで、十分に実践 、

学習 してい くことが出来ます。

将 来は、ボー イスカウ トで培 った精神 で、

どんな患者 さんにも分 け隔 てなく接す ること

の出来る看護のスペシャリス トになりたいです。

またこの大学 は、学生達 が自由に企画運営出

来るサークル活動 も盛んで、僕 は 「手話」 「バ

スケ」 「スノーボー ド」「フ ッ トサル」 に参加

しています。友達 もた くさん出来 て、今 はと

ても充実 した毎 日です。



情報科学教室

パーソナル コンピュータ56台 を使用 し、文

書作成、表計算、データベースの検索 、作

成等 についての演習 を行います。

合同講義室

全109席 で100イ ンチの ビデオプロジェク

ターや資料提示装置を完備 しています。



岡田 瑠美 子1年生島根県出身

私 は、小 学 生 の 時入院 した経 験 が あり ま す。

その時 の看護婦 さんの姿 を見 て、 この道 へ進 も

うと思うよう に な り ま した。 も ちろん 、近 くに

も看護 の学校 はあり ま したか.最先端 の技術 や、

充実した設備 か あり、環境が良 い とい う理由 で、

この大学 を選 び ま した

初め ての独り 暮 ら しで 、不安 が い っぱ いで し

た か.そ ん な こ と もふっ とん で しま う く らい、

先輩 も同 級生 も フ レ ンドリ ー で あ た たか くて 、

ここに来て本当 に良 か っ たな あ と思い ます。 授

授業も、今 は基礎知識を学んでいますが 、経験 豊富

な先生方 の お話 は とて も面白い です 。私 は、

老 人医療 や介 護 に興味 かあ るの で 、実習 な どは

今 か ら楽 しみに して い ます、

将来は、島根 の老人ホ 一ムや施 設 でお年寄り

の ために 働 けた らと思 い ます。

レセプションホール

3階 まて吹き抜けの広々とした空間は学生の交

流の場でもあります。音響効果に優れた建物

構造を活かした演奏会なとにも利用てきます。



ふれあい実習

基礎看護学実習

後期授業開始

大学祭(桜 蓮祭)

春季休業

ふれあい実習

看護の対象 である 「生活者」 とその

生活 が展 開 される場で ある 「地域」

の理解 を深める学習 を目的 とします。

桜蓮祭

11月 に行われる 自治会

主催の大学祭です。

基礎ゼミナール

1年 次に開講 される少人数ゼ ミナー

ルで、看護 を科学的に追求するため

の知的探求方法を身につけることを

目的 とします。

総合科目

「人間関係 と表現 への気づ き」のひ とコ

マ。他者に働 きかけ、関わりを作 り出 し

ていく力に目覚めることを目標 とします。



入 学後、す ぐに基礎 ゼ ミナールが始 ま ります。

そ こで、教員 や友 人 たち と新 たに出会 い、文献

検索 、 レポー トの作 成 や討論 の方法 な どの知 的

探求術 を身 につけ るこ とにな ります。学 問す る

楽 しさを存分 に味 わって下 さい。

講師英語担当

山本 淳子

1年 次、2年 次 に、英語表現 法 という英藷によ

るコミュニケーション能力 をつけるための科目 が

あります。 この科目 は会話、読解、記述 に分 か

れています。看護の場においても、十分対応 で

きるようにカ リキュラムが組まれています。この

機会 を十分に利用 して、皆 さんの表現 力、読解

力に磨 きをかけて ください。

英語 はコミュニケーションの手段です。文法 ・

語彙学習な ども大切ですが、さ らに重要なこと

は、メッセージを「伝 えよ う」、「聞 き取 ろ う」、

「読 み取ろう」とい う意欲 で しょう。間違 いを恐

れることなく、積極的に質問 してくだ さい。 ま

た、継続 はカな り、といいますが、大学生活 を

通 じて常に英語 に接 してほ しいと願います。国

際化 ・情報化が進 んだ現代社会 においては 、様々

な場面 で英語力が必要になってきます。目標 を

高 くかかげ、国際社会で活躍 できる看護師 を目

指 してください。

環境との相互作用の中で生じる人間の健康現

象を深 く理解し、看護活動の判断を支える科目

で、以下の3つ の科目群から構成されます。専

門科目を学ぶために必須の知識となります。

「人間と生活」一 人聞生活や社会の仕組みを学

びます。

「人間と情報」一 看護実践や研究にとって必須

となっている情報処理技術を

習得します。

「看護の基礎」一 人間の身体と病態 ・疾病に関

する科目、人間集団の保健 ・

予防活動に関する科目、保健

医療福祉を支える社会的シス

テムに関する科目で構成され

ています。

教授

臨床病理学Ⅰ、Ⅱ担当

吉山直樹

私 の担当する臨床病理学 は、20科目 ある 「專

門支持科目 の一つで医学の分野では疾病(病

気)の 成 り立 ちを探求 する学問です。

現代医学 は、分子遺伝学 をはじめダイナ ミッ

クに変化 ・進歩 していますが、いっぽ うでは社

会や象庭での問題 は人類の歴史の継続課題 とし

て残 り、その内容はますます先鋭化 しています。

このような時代 であればこそ、生 きもの として

の人間の「 ひ弱 さ」 を心身両面か ら理解するこ

とが、暖かい心 と正確 な疾病 に対 する知識 ・技

術 をもった看護 師 を誕生 させるために重要 な学習

要件 となっています。

1年 生後期か ら2年 生前期 にかけておこなう臨

床病理学の講義 は、これらの目的の中核 となる

領域 を学ぶ科 目です。初めて疾病の概念 に接 す

る学生が、より深い理解 と効率的 な学習方法 を

会得 できるよう、準備 を重ねております。

看護学 を志す皆様、共に楽 しみながら学 びま し

ょう。



看護の基礎を学びます
基礎看護学講座では、看護の基盤となる理論を

多角的な観点から学ぶとともに、地域で生活する

多 くの人々との交流を通して看護とは何かを考え

ていきます。

看護倫理では、現代の医療現場で注目されてい

る 「患者の自己決定」「インフォームドコンセン

ト」などのキーワードを取り上げ、看護における

倫理的問題を学び、看護科学史では、看護科学の

歴史について学びます。その他、在宅ケア論、看

護行政論、国際看護活動論などを通して、個人だ

けではなく、地域 ・福祉 ・行政及び国際的な視点

のもとに看護学の基礎を学んでいきます。

また、保育園や小学校、ねんりんピック等での

見学 ・実習を通して健康な子どもたちや高齢者の

生活を知る 「基礎看護学実習Ⅰ」、県内の様々な市

町村でのホームステイや地域活動への参加を通し

て、地域に住む人々と交流し、その生活を考える

「ふれあい実習」といった、豊かな人間性を育て

る体験学習としての看護学基盤実習も行います。

私が、看護の道に進もうと思 ったのは、

高校2年 の頃、父がふと「看護学校もいい

なあ」とつぶやいたのがそもそものきっか

けで、看護や医学に関する本 を読んでみま

した。その結果、自分 を人間の生病死の近

くに置いてみた くなりました。人間の本質

的な深い真実に触れることができるような

気が したのです。 そして看護大学 を受験

し、卒業 して30年 近 くが経ちました。看護

には様々な活動領域があ ります。私は、

病院(臨 床)・ 教育 ・行政(国 と県〉と3

つの領域 を経験 しましたが、どこでも“看護

"を 行 ってきたつもりです
。一人のかけ

がえのない人の個別のケアも、人々(地域

や社会)が 健康に くらすこと、病んでも幸

せに くらすための社会の仕組みづ くりも、

人間の健康 とくらしをどのようにして支 え

るかという学聞と技術 を基盤に、それを案

現 しようとすることにかわりはなかったと

思 っています。今度は、大挙 という場で、人

類の英知の大河 に面 と向き合いながら、学

生 と共に成長 してゆきたいと願 っています。

助教授

中川 泉

助手

籠 玲子

皆 さんは看護師にどのようなイメージをもっていますか?私 は、小 さ

い顕、“看護師は優 しい人"と いうイメージをもっていました。私が看護

に興味 をもったきっかけの1つ は、“優 しさって何だろう"と いう問いで

した。人との関わりの中で、その人のためにと思って何かをすること、

それが優 しさなのでしょうか。それがその人にとってどういう意味 をも

つのか、本当にそのことは“その人を思って”いるのか、自己満足にな

っていないだろうか。人は人に何ができるのだろうか?看護 の実践は、

それを追究 して成されるものです。先人が歴史の中で紡いだ“その人へ

の思い"が 今の看護を生み出 しています。それを土台に、今目の前に存

在するその人へ着護の実践 を行います。看護の実践に正誤はありません、

そこに看護の難 しさとその人の思いに添えたときの感動があります。真

の“優 しさ”とは何かの答えをその中に垣間見ることができるのでは、

という思いが、看護を深めたいという思いに繋がりました。

その人のためとは、どういうことか。それを追究 して、看護の実践 を

深めていけることを願 っています。

看護技衛を「科学」します

看護者は、看護の対象となる人々が安全 ・安楽に生活を送れ

るよう、療養生活上で様々な看護技術を実践しています。実践

基礎看護学では、これらの看護の技術を科学的に検証しながら、

看護技術の向上をめざします。

「看護技術論」「基礎看護技術演習Ⅰ」「基礎看護技術演習Ⅱ」

は、看護の対象に看護援助を実施する意味や専門技術習得の必

要性を考えるとともに、講義と演習を組み合わせ、清潔 ・食事 ・

排泄や注射 ・採血などの生活援助技術 ・診療補助技術の科学的

根拠について考えながら、看護の対象を理解した上での個々の

技術を習得していきます。また、看護の対象を理解していくた

めに必要なコミュニケーション技術や、看護の対象の健康状態

などの情報収集をもとに看護計画を立案する過程で必要となる、

系統的な思考方法とヘルスアセスメント技術の基礎を学びます。

「基礎看護学実習Ⅱ」では、病院実習を通して実際の看護活

動に触れ、習得した看護技術を用いて、看護の対象の個々にあ

った日常生活援助を実践する能力を養います。



「セルフケア」を高める看護

成人 看護 学Ⅰ(慢 性期)で は、成人 期 の患者 を対象 に、主

に、慢 性 的 な健康 障害 をきた した人への看 護援助 を学 んでい

きます。

具体 的 には、糖 尿病 などの慢性 病 を もつ人 が、 自ら生活 の

調 整 を しなが ら良好 な健 康 状 態 を維持 して い く力 を高 め る

「セ ルフケ ア」 の観点 か ら看護援 助 を考 え る と共 に、術後 患

者 や脳 血管 障害 の後遺症 をもつ人 に行 われ るリハ ビ リテー シ

ョン看護 、末期 が ん等 によ り死 を免 れ得 ない患 者 への ター ミ

ナルケ アな ど、生 活 の質(QualityofLife)を 重視 した看 護

援 助 について考 えてい きます。

演習 で は慢性 期 の事 例 の看 護過程展 開を通 して、食事指 導

な どの教 育 的 アプローチ、 リハ ビリテー シ ョンの実 際、 ター

ミナル ケアにおけ る看 護技術 を習得 し、実 習で は病棟 で実 際

に慢 性病 をもつ成 人の患者 を受 け持 ち、看 護援助 を実践 す る

他 、 リハ ビリテーシ ョン室 での見学 実習 を行 い ます。

教授

加藤光寳

成人看護 学Ⅰでは、慢性期の看護 を学びます。看護の対象 は、

成人期にある患者 です。もちろん、その家族 も対象となります。

看護能力は、講義 ・演習 ・臨床実習によって形成 します。講義

によって得 た知識 を、演習の技術へ とつなげ、臨床実習によっ

て、知識 ・技衛 ・態度へ と統合 していきます。

学内演習 での学びは 「楽 しくなければ演習ではない」 という

状況の発で展開 していきます。 できるだけ臨場感 を縦糸に、シ

ンキング、アセスメン ト、コミュニケーションを横糸に、臨床場

面をシミュレーション して構成 します。

臨床案習では、患者 展開のツール 「看護過程」 を用いて 、対

象の健康の回復一 保持 一一増進の援助 をし窟す。ここでは、生活

者である地域の人々に対 して、身体的 ・心理的 ・社 会的側面 か

らの質の高 い看護の提供が目標 になります。

教授

深澤 佳代子

成人看護学 は非常に幅広い年齢

層の患者 を対象 としています。患

者の殆 どは社会活動の中でも重要

な役割 を担 う方たちです。急性期

成人看護学 では、救命救急やイン

テンシブケアなど生命が危機 にさ

らされた状況下での看護ケアにつ

いて学びます。急性期には患者に

対 して救急蘇生や緊急手術 など治

療的要素の占める割合 が大きいで

すが、そ ういう中でこそ、的確な

判断の元に患者の看護ができる力

を求められます。根拠に基づいた

アセスメン ト能力、自分 で判断で

きる力、危機 的状況にある患者 あ

るいは家族のケアができる力 を身

につけることをね らいに置いてい

ます。特 に、学生 が興味深 く学べ

るよう、患者の社会活動や家族背

景 を考慮 した演習 を組んでいます

ので御期待下 さい。

急性期、緊急時の判断能力を

養いましょう

救命救急 ・集中治療が必要とされる医療の現場

では、確実な知識と技術、そして判断能力に基づ

いた急性期看護が必要とされます。成人看護学Ⅱ

(急性期)で は、成人期の患者とその家族を対象

に、健康状態が急激に変化 している人、生命が危

機にさらされた状況の人、手術を受ける人への看

護援助を学んでいきます。

具体的には、心筋梗塞や脳血管障害などにより

救命救急 ・集中治療が必要な患者や、ICU(集 中

治療室)やCCU(心 臓集中治療室)と いった急

性期看護を行う場の特徴とその看護、そして手術

を受ける患者の術前 ・術後の看護などを学びます。

また、演習では、意識障害などの急性期にある

患者の事例を通して理解を深めるとともに、モデ

ル人形を使った救急蘇生や呼吸訓練などの急性期

看護に必要とされる看護技術を習得します。実習

では、実際に周手術期にある患者を受け持ち、看

護援助を実践する他、救命救急センター、手術室

でも見学実習を行います。



母性看護学 は、この世に生まれ、

育 てられ、大人へと成長 し、子 ど

もを産 み育てる、子 どもを成人 さ

せた母親など、女性の一生に関わ

る肴護の領域です。

母親になる過程 では、家庭環境、

教育環境や結婚環境 などさまざま

な影響 を受 けます。 どのよ うな環

境が親になるには重要 なので しょ

うか?

母性看護学 を学ぶ ことは、命 の

意昧 を考 え、自分がこの世 に生ま

れてきた意義を考 えるとても大切

な機会 です。

女性の健康 を、性 と生殖 を中心

に関連分野 からの広い視点からと

もに考 え、看護 を学 びま しょう。

教授

加城 貴美子

生涯にわたる女性の健康に
ついて学びます

母性看護学は、母性看護学Ⅰ、母性看護学Ⅱ、新生

児看護論、母性看護学演習と母性看護学実習で構成さ

れております。講義と演習は2年 生前期から3年生前

期に開講され、実習は3年生前期に行われます。

母性看護は、女性のライフサイクルの中で特に生殖

機瀧 とそれに関わることを学びます。具体的には、日

本をはじめ世界各国の母性看護の歴史とその活動につ

いて学び、今後の母性看護のあり方について考えます。

また思春期の女性と男性について、妊婦と胎児、お産

をする女性、お産後の女性とその新生児、それを支え

る父親とその家族、更年期におこる種々の症状などに

ついて、解剖学や生理学の学びの上に健康増進のため

の援助や病気になった女性への看護を学びます。

“お産”について專門的に学びます

助産学は、選択科目で助産学Ⅰ、助産学Ⅱと助産学実習

で構成されており、4年生前期から後期に開講される自由

選択科目です。

助産学は、看護の基礎教育の上に、さらに妊婦と胎児、

お産をする女性と新生児、それを支える父親とその家族

を中心に、より専門的に学びます。助産婦の国家試験に

合格すると助産婦として、妊娠中の援助やお産の介助、

お産後の健康増進のための技術や援助、地域における母

子保健活動の一環として開業しての援助活動もできます。

助産学の魅力は、新しく家族(新 生児)を 迎える援助を

通しての関わりの中で、特に正常なお産を10例 介助する

感激は素晴らしいものです。

助手

西方 真弓

近年 の周産期学 、生殖 医療技衛の進歩 は著 しいですが、女牲

の妊娠 ・出産 ・育兜 を行っていくプロ セスは太古の時代 か ら変

わ らず続いています。

女牲 にとって妊娠期間 の280日 間 は、身体 ・心理 ・社会的な

変化 がみ られ、また女牲のパー トナーやその家族にとっても大 き

な役割の変化の結期でもあります。また、この世に生 まれてきた

ばかりの赤 ちゃんは、何 もできないようにみえますが、案は、物

も見 え、耳 も聞 こえ、お母 さんのおっぱいのにおいを嗅ぎわけら

れる能力を持 っています。胎児 のときから、おっぱいを飲む練習

をし、生 まれてきてか らおっぱいをゴクゴク飲 む姿、時間 ごとに

赤ちゃんが成長 していく姿 は、目を見張 るものがあります。

このように日々 変容する女性 や成長 していく赤 ちゃん、その

家族 をサポー トする専門職 としての助産学 コースがあります。



教授

冨川 孝子

精神疾患の一つである 「精神分裂病」が 「統合

失調症」という呼び方に変更になったのをご存知

ですか?社 会の偏見や無理解に苦 しんできた、疾

患をもつ当事者や家族の強い願 いによるもので

す。

精神看護学では、疾患や障害をもつ当事者の気

持ちを理解する方法について学びます。それは、

自分の感情 をあるがままに認め、受け入れること

から始 まります。偏見かどうかは別に して、自分

の考 えを見つめることから始まります。今以上に

自分を知 り、今以上に自分 を生かすことが出来る

ようになるでしょう。

当事者主体の

ケアについて学びます

「精神」 とは何 か?「 心」 とは何 か?誰 で も一度 は真 剣 に考 えるこ とがあ るで

し ょう。医学や看護学 の範 囲 を超 えた広 い領域 にわた る問題 です。現代 社会 に

はい ろい ろな心 の問題 が存 在 します。 しか し、 それ ら全 てが心 の健康 問題 とい

う訳 ではあ りません。医療 ・看護 サービスの原 点 は、悩 み苦 しむ人が 「自 ら求

める」 ことに応 えるという点 にあ ります 。 自然 に精神看 護学 の範 囲 も決 まって

きます。

精神 看護学 は、精神 の健 康 と健康 障害 について理解 す るとともに、健康 障 害

に苦 しむ人 が 「自ら求める」 ことに応 えるために必要 な知識 ・技術 ・態 度 を習

得す る科 目です。

精神 看護学 の実習 を行 う精神病 院 は、人権 ・プライバ シー ・セクシュア リテ

ィを尊重 する、当た り前 の病 院であ り、入 院 してい る人だ けで はな く、地域社

会 で生 活す る人 も活用 で きる各種 のサー ビス を行 ってい ます。 また、健 康福祉

環境 事務所(保 健所)や 市 町村 では、在 宅の精 神障害者 を地域 で きめ細 か く支

援 するサー ビスを行 ってい ます。

高齢者の尊厳に注目し.その人らしい

自立のあり方を学びます

老年看護学は、老年看護学Ⅰ、老年看護学Ⅱ、老年看護学演

習、老年看護学実習の4科 目から構成され、2年生後期から逐次

開講されます。いずれの科目においても、一貫して高齢者の尊

厳に深 く注目しつつ 、その人らしい自立のあり方を支援するた

めの・基礎能力を育てることを目指しています。

老年看護学Ⅰでは高齢社会、ならびにそこに生きる高齢者や

その家族の実状や問題への理解を通して、老年期の発達課題に

対応した看護の進め方を、老年看護学Ⅱでは老年期特有の生活

や健康上の問題を把握し、それを解決するための看護の方法を

学びます。さらに、これらの学びをより実践的かつ総合的なか

たちで深められるように、老年看護学演習ならびに老年看護学

実習が開講されます。

実際には、高齢者の疑似体験、ロールプレイ、グループ討論

など、皆さんの感性と思考をフル回転させるような体験学習プ

ログラムを取り入れながら展開していきます。

皆 さんは“年 をとる"と い うこと

を、自分の身に引き寄せて考えてみた

ことはありますか?新 聞で読 んだ り、

街の中で高齢の方 を鼠にすることはあ

っても、自分のこれまでの体験か らは

遠 く、想像 もつかないことかも しれま

せん。でも、“これまで考 えもしなか

ったことを知 ってい く"と い うこと

は、何 とわ くわくする体験でしょう。

私たちは最初 の授業で皆 さんたちの

描 く高齢者イメージを尋ねます。“高

齢者 って例えるとどんな色?"“ どん

な形?"… と。高齢者について学ぶと

いうことは、今 まで気づかなかった自

分 に出会 うことにも似ています。高齢

者のことを知 り、そして自分のことを

もっとよく知る。そのような授業の展

開を私 たちは目指 しています。

助教授

北川 公子



子どもの成長・発達を促進する

ケアについて学びます
授業構成は、小児看護学Ⅰ・小児看護学Ⅱ・小

児看護学演習 ・小児看護学実習から構成 され、2

年生後期から随時開講されます。

小児看護学では、人生の中で成長 ・発達の目覚

ましい時期にある子どもを対象としますので、子

どもの成長 ・発達の特徴について学びます。次に、

病気や障害を持った子どもの生活、家族に及ぼす

影響について理解し、事例を通じて個々の子ども

や家族の状況に応じた看護援助について学びます。

小児看護学実習では、病院で子どもを受け持ち、

障害児施設では障害を持つ子どもの生活を見学す

ることにより、小児看護に必要な知識と技術を総

合的に習得し、子どもや家族の個性、価値観、発

達を考慮した実践能力を身に付けることを目標に

展開していきます。

最近では、少産少子化が進み、子

どもの数が減少 し、子 どもと接する

機会 が少なくなりました。 また、育

児不安や児童慮待、小兜救急医療体

剃の不備 など社会的な問題 がクロー

ズアップされています“ 子ども”は

次世代 を担 う輝 かしい存在 です。子

どもたちが健全 に育ち、子 どもたち

の夢 ・希望 ・可能性 ・生 きるカを引

き出せるように一緒に学習 していき

ましょう。

子 どもの養護で重要なことは“子

どもの気持ち"に 気づ く感性です。

自分の子 どもの頃の楽 しかったこと、

つ らかったこと、悩 んだことなどを

思い出 してみることも必要で しょう。

子どもたちとの関わりを通 して、“子

どもってかわいい"“ 小児 看護 って

楽 しい"と 思 えるような授業を目指

しています。

助手

大久保 明子

教授

佐々木 美佐子

皆さんは普段 、健康を意識することがありますか。きっと意

識することは少ないと思います。私 たちは、健康 を害 して初め

て健康の大切 さを実感 します。それは、健康は人生の目的では

ありませんが、人生 を生 き生きと過ごしていくための大切な資

源 であることを物語っています。

地域看護学はそんな 「健康 」を考える看護学です。健康な人

がより一層健康 であるための健康増進の方法と病気 にならない

ための日常生活の方法、病気や障害があっても家族 とともに暮

らしたいと望 む人たちの在宅療養をサポー トする看護方法 を学

びます。

自分の健康や日常生活 に振 り返 って考えられる授業展開に し

たいと思っています。

地域で暮らす入々の健康の向上を

目指す看護を学びます

地域看護学は、地域看護学Ⅰ、地域看護学Ⅱ、地域看護学Ⅲ、地

域看護学演習、地域看護学実習から構成され、2年次前期から随時

開講されます。

地域看護学Ⅰでは地域を基盤とした看護活動の基本理念をヘルス

プロモーションの視点から理解を深めます。地域看護学Ⅱでは地域

集団を対象とした地区活動の方法、在宅の療養者及び家族への個

別援助の方法、個人及び集団への健康教育の方法を学びます。地

域看護学Ⅲ はライフステージ別及び健康課題別の地域看護活動の

方法を学習します。

さらにこれらの学びをより実践的にするために、事例を用いて学

内演習を展開していきます。

実習は保健所 ・市町村保健センターの保健師活動と訪問看護ス

テーションの訪問看護活動に参加して、実際活動を体験します。
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看護研究交流センター
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本学では、保健・医療・福祉分野における、地域及び行政がかかえる課題の研究や地域支援事業の活動を通じて県民の保健・医療・福祉の向上に寄与することを目的として、看護研究交流センターを設置しております。今後、看護研究交流センターの活動を通じ、県民の皆様をはじめ、関係機関・団体等とのネットワーク構築を図りながら、本学の使命である「地域文化に根差した看護科学の研究」を進め、積極的に地域に貢献してまいります。

多目的室設備に視聴覚機器を備え、研究発表会や多人数用の会議室として利用できます。準備室が付属しており大きな機器・機材の展示も可能なスペースが確保されています。

㌧

る く サ ヤも モ こ ウかやな ゆヒ 　ヤざ トキセンター事務室情報交換と検索の場として、インターネット検索や統計処理が可能な機器を備えています。少人数のカンファランスも可能です。



こんなコト、あんなコト、期待も不安も学生生活の新しい環境に

はつきもの。答えます、あなたの質問に。(みなさんからいただ

いた質問のうち、数の多かった質問について、掲載しました。)

Q入 学料授業 料はいくらですか?

入学料 は、新潟県の住民28万2千 円、新潟県以外の住民56万4千 円と
A

なっています。授業料は平成15年7月 現在 、52万8百 円と規定 されて

いますが、今後改定 された場合、改定 された額 を適用 します。

Q奨 学制度はありますか?＼

A 奨学金制度 には日本育英会奨学金 、その他地方公共団体等 による ものが

あります。ただ し、採用条件 を備えていても奨学金採用数が限 られてい

るため、必ず しも希望者全員が採用 されるとは限 りません。手続きの方

法や詳細 については、事務局 にご相談下 さい。

Q生活 や学習について悩みがあった場合、
相談に乗ってくれるところがありますか?

A 各学年に担任教員 を配置 しています。また、各教員 はオフィス ・アワー を

設 け、授業 についての質問や学業 に関 する相談 に乗 れる体制 を整 えてい

ます。

Q教 員の陣容はどのようになっていますか?

本学は、学問としての看護科学 を学 び、実践的能 力、コミュニケーション ・A
コーデ ィネー ト能 力や生涯学習能力 を備 えた 「専門的職業人」を育成 し

ます。これ らの特色あるカリキュラムを実施 するため、専任教員 を58名

配置する予定 と してお り、15年 度は50名 が着任 しま した。なお、58名

の うち看護系の教員は47名 となっており、専門教育に力 を入れております。

Qア ルバイトをしたいけれど、できるんですか?
アルバイト情報はあるのですか?

A学生 時代はいろいろな経験をすることも大切な勉強です。学生としてふ
さわ しいアルバイ ト情報 を掲示板等で提供 します。

Q授 業についていけるか不安です。
大丈夫でしょうか…?

Q実 習施設にはどんなものがありますか？

A大 学の隣に位置する地士或拠点病院の新潟県立中央病院(病床数528)を
メインに病院実習 を行います。その他、保健所や市町村 、保育園、訪問看

護ステーシ ョン、特別養護老人ホームなど、様 々な実習施設が確保 され

ています。

初 めて学ぶ ことばか りで、誰でも不安 に思 うかも知 れません。でも心配
A

はありません。本学 では、皆 さんが必要 とする技術 や知識が しっかりと

習 得できるように、各専 門分 野ごとに優 れた先生 方がわかりやすく授 業を

進 めていきますので、安心 して勉 学 に励んでください。また、わからないこと

や疑 問点があったら、積極 的 に尋ねて下 さい。わかりやすくお答えします。

Q特別選抜の小論文 と面接について

Q学生 寮はありますか?

小論文については、英文資料の読解 を含み、90分 の試験時間です。内容

A は、分析能力、感受性、英文内容把握能力などを評価 するもの となって

います。グループ面接の方法は試験時に指示 されます。

Q編 入学について

A3年 次編入(定員1・名)を平成17年度か ら開始します。看護系短期大
学を卒業した者か一定の臨床経験のある看護系専門学校(専 修学校専

門課程)の卒業者を対象として予定 しています。

A学生寮はありません。希望する学生に はアパー ト情報を提供 します。希
望 する方 は気軽 にご相談下さい。大学の近 くに近年多 くのアパー トが建

卒 業 後 の 進 路
高齢化社会の進展や介護保険制度の施

行などにより、医療 ・保健 ・福祉の連

携が重視されるようになり、看護職の

ニーズは、病院以外の福祉施設や地域、

家庭へと拡大しています。

●病院

患者さんの病気の回復を助けます。

●保育所

子供の健康と成長を守ります。

●研究所

最先端の看護の研究を進める他、企業の

製品開発の研究に参画します。

●訪聞看護 ステーション

●大学院進学
自宅で療養 している患者 さんヘ ケアをし

ます。

専 門職 としての研 究 方法 を学 び、CNSや

大 学の教員 として活躍 します。
●養護の教育機関

●企業内の健康管理室

働 く人々の健康 管理 をします。

看護 学生 の教 育 ・指 導 にあたります。

●老人保健施設・特別養護老人ホーム

●海外での看護活動

JICA(国 際協力事業団)や青年海外協力

隊などの活動に参画します。

病気を持ち施設で暮らしている高齢者の
日常生活を支えます。

●保健断・市町村

●小 ・中・蔑校保 健室

生徒の健康管理や相談に応じます。

地域の人々の健康管理や相談に応じます。

※1保 健師 国家試験 合格 後、申請により授与されます。

※2助 産学科 目を履修 した場合に限ります。

●診療所

地域の人々の病気の回復を助けます。



スター ト地 点 は上越 市 。
充実したキャンパスライフの拠点、上越市。豊かな自然に恵まれた新潟県西部の商

工業都市です。春日山城下町、高田城下町として長い歴史と文化が引き継がれてい

ます。また快適な都市機能を持ち陸路 ・海路ともに交通の要衝ともなっています。



１．募集人員

※特別選抜一般推薦の募集人数には衛生看護科推薦の2名を含む。

※一般選抜前期試験の募集人員には社会人特別選抜の若干名を含む。

２．個別試験科目３．一般選抜の方法

とします。

・新潟県内の高等学校(衛生看護科)を平成16年3月 卒業見込みの者

・調査書の全体の評定平均点 が所属する学科において成績上位5%

以内の者

・看護学に深 い関心 を持ち、本学卒業後、その専 門分野における実

践及び教育 ・研究に携わってい く意欲 を有する者

・合格 した場合 、必 ず入学 することをを確約できる者

(2)推 薦人数

1高 校の衛生看護科について推薦できる人数 は2名 とします。

(3)選 抜方法

小論文(英 文資料の読解 を含 む)、グループ面接、調査書 を総合 的

に評価 し、選抜 します。

C社 会 人 特 別 選 抜

(1)出 願資格

次のいずれにも該当する者とします。

・大学入学資格 を有する者

・平成16年4月1日 時点 で、社会人の経験 を3年 以上(夜 間 ・定時

制 ・通信教育以外の学校、専修学校及び各種学校に在籍 していた

期間を除 く。)有する者

・看護学に深 い関心 を持ち、本学卒業後、その専門分野における実

践及び教育 ・研究に携わっていく意欲 を有する者

(2)選 抜方法

小論文(英 文資料の読解 を含 む)、グループ面接、調査書及 び自己

推薦書 を総合的に評価 し、選抜 します。

５．募集要項の請求の方法

・平成16年 度大学入学者選抜大学入試センター試験で本学 が入学志

願者に解答 させる教科 ・科目を受験 した者 とします。

・前期試験、後期試験の両方 に出願 できます。ただし、出願手続 き

は平成16年1月26日 から2月4日 までの間に行 う必要があります。

・本学の個別学力検査等の科 目は、小論文とグループ面接 です。

・前期試験、後期試験 とも試験会場 は、新潟県立看護大学で実施 し

ます。４．特別選抜の方法

A.一 般 推 薦(衛 生 看 護 科 推 薦 を除 く)

(1)出 願資格

次のいずれにも該当 し、高等学校長が責任 を持 って推薦できる者

とします。

・新潟県内の高等学校 を平成16年3月 卒業見込みの者

・調査書の全体の評定平均点が4 .0以上の者

・看護学に深 い関心 を持ち、本学卒業後、その専門分野 における実

践及び教育 ・研究に携わっていく意欲 を有する者

・合格 した場合 、必 ず入学 することを確約 できる者

(2)推 薦人数

1高 等学校当たりの推薦人数 については、3名 以内 とします。

(3)選 抜方法

小論文(英 文資料 の読解 を含 む)、グループ面接、調査書 を総合的

に評価 し、選抜 します。

B.一 般 推 薦(衛 生 看 護 科 推 薦 のみ)

(1)出 願資格

次のいずれにも該当 し、高等学校長が責任 を持 って推薦できる者

返信用封筒(請 求者の住所 ・氏名 を明記 した角形2号 の封筒)に 、

必要 とする募集要項の種類(「 一般選抜募集要項」又 は 「特別選

抜募集要項」あるいは 「一般選抜募集要項 ・特別選抜募集要項」)

を朱書 きし、必要 な金額の切手(い ずれか一方の場合270円 、両

方の場合390円)を 貼付 して、新潟県立看護大学教務学生課に申

し込んでください。8月 上旬より配布 を予定 しています。

出願締切 を充分考慮 して、早めに申 し込んで ください。

(1)郵 便局 での請 求

全 国 の郵 便 局 に設 置 され て い る 「全 国 国公 立 大 学 ・短期 大 学 、

私 立 大学 ・短 期 大学 募 集 要項(願 書)請 求 申込 書 」(入 学 願 書 ゆ

うパ ッ クカ タロ グ)に 必 要事 項 を記載 の 上 、郵 送料 と払 込 み手 数

料(70円)を 添 え て、最寄 りの郵便 局 の窓 口 で申 し込 んで ください。

(2)電 話(テ レメール)で の請 求(24時 間対 応)

最 寄 りの地区 に電 話 し、音 声 ガイダ ンスに従 って操 作 して くだ さい。

(東京)03-3222-0102(名 古 屋)052-222-0203

(大阪)06-6222-0102(福 岡)092-433-0102

(3)ホ ームペ ージか らの請求

新 潟 県立 看 護 大 学 の ホ ームペ ー ジか ら直 接 請 求 で きます 。

詳 しくは、E-mailkyoumu@niigata-cn.ac.jpへ ご連絡 くだ さい。

※上 記(1)(2)で の請 求 方法 につい てのお 問 い合 わせ先

全 国 学校 案 内 資料 管 理 事務 セ ンター

06-6231-5992(月 ～ 金9:00～18:00)



新潟県立看護大学
看 護 学 部 看 護 学 科

住 所/新 潟 県 上 越 市 新 南 町240番 地

問 い 合 わ せ 先/〒943-0147新 潟 県 上 越 市 新 南 町240番 地

新 潟 県 立 看 護 大 学 教 務 学 生 課

TELO25-526-2811FAXO25-526-2815

URLhttp://www.niigata-cn.ac.jp

E-mailkyoumu@niigata-cn.ac.jp


